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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17 年 5 月 20 日の決算発表時に公表した平成 18 年３月期（平成 17 年 

4 月 1 日 ～ 平成 18 年 3 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 
１．平成 18 年 3 月期中間業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1 日 ～ 平成 17 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 5,600 80 50 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 5,740 180 100 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 140 100 50 

増 減 率（％） 2.5 125.0 100.0 

前期（平成 16 年 9 月中間期）実績 5,511 89 57 

 
２．平成 18 年 3 月期中間連結業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1 日 ～ 平成 17 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 5,600 80 50 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 5,780 180 100 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 180 100 50 

増 減 率（％） 3.2 125.0 100.0 

前期（平成 16 年 9 月中間期）実績 5,535 81 41 

 
３．平成 18 年 3 月期通期業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1 日 ～ 平成 18 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 10,800 150 100 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 10,900 200 120 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 100 50 20 

増 減 率（％） 0.9 33.3 20.0 

前期実績（平成 17 年 3 月期） 10,607 266 182 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 7 円 81 銭 

 



４．平成 18 年 3 月期連結業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1 日 ～ 平成 18 年 3 月 31 日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 10,850 150 100 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 10,970 200 120 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 120 50 20 

増 減 率（％） 1.1 33.3 20.0 

前期実績（平成 17 年 3 月期） 10,667 261 167 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 7 円 81 銭 

５．修正の理由 

単独 

 売上高については、当初予想に比べ大きな変化はありません。当第 1四半期は、収益力のある部分品及び修理工

事の売上が当初計画値を上回ったこと、また、主機関については比較的収益性の良い製品が重なったこと等により、

利益面では予想を大きく上回る状況となりました。 

 しかしながら、第 2四半期及び下半期において主機関につきましては、原材料価格高騰の影響で採算の厳しい製

品の売上を多く予定しております。また、部分品及び修理工事につきましては、あらたに「赤阪機関管理システム

（ＡＣＳＳ）」の販売活動を開始し、安定した売上の確保を目指しておりますが業績への反映は来期以降になるもの

と予想しております。 

 従いまして、第１四半期を経過した結果をベースに、中間期、通期の連結業績予想を修正致しました。 

連結 

 連結財務諸表提出会社（株式会社 赤阪鐵工所）の業績予想修正に伴い、連結業績予想の修正を行うものです。 

 

 

（注）業績予想につきましては本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は今後様々な要因によって異なる場合があります。 

 

 

以  上 


